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OnaStandardStlbstancetLSed in the EtiologicalAssay ofPyrethrin Type

CompollnaS.Stlldieson tlleBiologicalAssay offInsecticides.XXXl. Sumio

N Ĝ･lŜlV̂ (TakeiLaboratory,InstituteforChemicalIミesearch,K'yoto University.

Takatsuki,Ohsaka)ReceivedApr.30,1945.Botyu-KagahzL.19,74176,1954. (With

Englishresume,/76).

12･ ピレ トリン類縁化合物 の有効度の冶定に もちし､られる 1･標準物雪引こつし､て. 戟

虫剤?生物試験にかんす る研究.第 31朝. 長沢純夫 (京都大学 化学研究折 武居研究鼓)

29.4.30受理o

a-dl-trams-allethrin粉剤の有効度ならびに有効成分減少中程度を1年余放置の試料に

ついて電験稔討した結丸 本物質はビレトl)ンおよびその節繰化合物を主剤とする粉剤の

有効度を検定するとき,その撫準物質として充分役立つ ことをしった｡

1.緒 言

ピレトリンおよびその玩緑化合物のhLJl効既を生物学

的に蚊'/ii'する際の班 f物 矧 こ,アレス 少yの1幾何R.

也肘 Cある a･dl-trams-allethrin をもちいることは,

すでに 2,3の耳技芸賢にもなされているが,これは本県

拙作の発見 とト耶寺に Schcchtcrctal.(5)に よって

その-1JI日比が京唆され,非上(2)によってもその伏JTJ

が拙'Bされたところのものであるoところで本邦の設

山剤望牡 r,ylr.緒 は,まえまえからビレトt)ソおよびその

加放物門の-JJ効蛇は,対象戊山の終局における致死そ

のものよT)も,脚 拓の嫉痔過程である,致落1.'仰毎の

迩泣を,抑1荻的な判Lji!指扱きとかんがえる椀向にあっ

た｡そのためこれらの物符の宍験宝における生物学的

校風 も それらが711する急速な致落下仰掠効力をなん

らかの洪把と方法によって,糾賀書記戯のしやすいJJ.向

にもって行 くことが どうしても必JTfAiである｡光年･誰

老¢)はそのひとつの方法として, これをひとまづ粉

剤に調勤し 従来比mの撤粉剤降下装斑にかけるカu:･

によって,お むゝねこのrJ的が適 しえられ ることを

a-dl-trams-allcthrin をfl料にしてた しかめた｡今

回あらたにのべようとすることは,こうして調判され

た a-dl-trams-allcthrin粉剤が,なお長糊のLltl･仔に

たえ,これが控準薬剤と＼して,充分なる役刑を火しう

るか否かを検討 したひとつの宍戯結果である｡

本文に入るにさきだち,供託昆虫の飼Lfi.とり胡灸の助

力ならびに数値の計許に尽力せられた柴u桝IIIT･奴に

TF.く謝意を米する次坊である｡

Il.実 験 材 料

(]) a-dl-trams-allcthrin 粉靴 この火験にも

ちいたG種の a-dl-trans-allctbrin(rr)p50.5-5LO

10C)粉剤はそれぞれ妨1尖の第2段にしめした11に,

ェ-テルを桁班とする桁解況合法によって,タルクを

Tablel. TimeT(see.)-percentknockdownŶ･OfadultsofthecommorL
housc瓜y,MILSCadomestz'caviciTtaMacq.,for0.1% a-dトtrans-allcthrinpolrders
elapsedvLlrioustimesafterpreparing.Avcragcof丘veexpcriments･
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粉体として約 20g 耶払 その後 50rC の_三角フ

ラスコに入れて,mttのまま約 :IOoCのTjJf机に災取の

Iほ で故'uTしたものである｡なおここ.でももいた肘ネ;
は WhiH.lkcr,C1.lrk良IhniclS,lnc.,N.Y.か

ら挺供された Vcrrn')nt苑の投出和lTJ暑17i-,Oのタル

クである｡

(2) 供 託 昆 虫｡この宍験にもちいたイエバェ

M ILSCadomcslicatJicl-naMacq.･はさきに記欲した q̀I

それと全 くおなじである｡

III.茸古典額田と方法

突放割符, 方班ともにすでにしろした0)とこ7)と

おなじで,6校の粉剤を掠後にrl1時に拭験し,効力3,衣

少の存否tP.蛇を測る方状をとったOなおまたポーラt7

グラフ法の による1J.効成分分1J-_T止の決'/ilは, I,lI;･拭粉

剤の約 0･5Lrを秤LiLL, エチルてルコ-ル 5ccを加

え,よく抗即 し,i'11r征伐LP別 して上田2液をとT),供試

液とする方ut.をとづた.

lV.焚 虫 長吉 果

宍験の統月王を炎,I;すると約1=LJiの■ごとくであるOな

おこれは19L'J41r:2J125円に温旺 20oCのffihnLu.三号でお

こなった純脈である｡

Ⅴ.考 喪

まづ,卯 l炎の災欺純米をブT,1i'ット比によって鵬

FP.すると,印2炎にしめすような数tp'iをえろが,P.tfttり
一致手許何位虫率等池蛇rrli慌枚の1lJ係数, あるいは感受･

作のP･T!･ffqlJTJS差として しめされる数倍からは-与の切介･

Lr-tlトtrans-allethrin 粉剤の変質はほとんどあるよ

･'Jにはおもわれない.またrfl火致落下仰転時F''Uによっ

て効ノ)の減少する割合をみても,その差はきわめでわ

づかで,N0.2の場合をのぞけば lif=余の貯戒ではほ

とんど祁効腔は代下しないものの様である｡すなわち

郡3式の耶4列にみるようにfLli後に調判されたN0.6

のポーラp〆ラ フ法によって定鼓された1J-効成分含LJf

nL･0.町% をtl':坪 として生物学的に許LjEされた α-dl-

trans-.11lcthrin相当氾蛇の益はわづかに 0.05% に

すぎない｡ N0.2の相当恐腔がひく.いのは,筋3衣

の郡2列の放'-I:にみるよt:Jに,調粥の当初においてす

でに才J効成分が少ったことによるものであろう｡以上

の醐 王から,.叫 11-tmns-allc(hrin はこの托薬物の

和効姥を枚恕する際のt,T押物ク了として,粉剤の形態に

おいでも-R分役立つもののと結諭 してさしつかえなか

7)う｡なお,珊求は11F･余の只験でこのTiu越の検討を

打切ったが,tTJ'..押.罪刑は長くて IiF･の-1川川那口をもつ

Tablc2. ChamcteristirSOftime-knockdolVnregre.qSionl'sodosesofadults
ofthecommonh(1uSC8y,MtISCadomesLl'cL7t･ic;naM;len..tor0.1,06α-(ll-trans-
allethrinpowderselapsesclapscdvarioustimesafterprellning.

Tal)le3. α-dl-tmns-allcthrincontentsol.S.lml)lcst1L･tCrml'nedI)yp(lhrogmphi｡
method(1)andtheirmedianrr-(lHmnsnllcthrjncEltHt･.llpntconぐCnhti(nmlcuhhI(I
from theresultsofbiologicalass;一y(3).

Sample f α-dl-trans-allethrincontents

Determinedon I 5/(/53 1 27/T/54

ATt･【日.lnLr-dl-tr:tns-allcthrjn
cqtuv.ltcntconccntmtl'tm
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ものであれば光JJJそのFl的を果 しうると考えたからで

ある｡それゆえ,将来 もし,a-(ll-trams-allethrinが

公的にも比明勿jHllに放出され,劫格の標準薬剤が発行･

される域tTは,OTI(tJにみるように,その貯瓶 と

I)あっかいなどにかんして有効成分の変Ij:l減少を広小

剛比にとどめ うるような描斑を指読すべきであろう｡

VI.摘 巽

かdl-tmns-allcthrin粉剤のLjf効腔が1年余の貯戒

において変代紋少するか否かをは粉降下装定法によっ

て災飲助討 した紡火,これが比昭薬剤 として,ビレ ト

I)ンおよび加緑化合物をj三界1とす る粉剤のLJf効姥を検

'ji!する上に充分役たた しめ うるごとをしった.1
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Re'sIJme

Inthispaper,theWriterdescril)edtheresult

ofshortcxperimeritonthekn(lCkdolVnCfrcct

ofα-(ll-trans-alleth)'inl10wderselapsedv.lrious

times to､adults of tllC COmmOn houscny.
MrLSCado〃teslt'cavicinaMacq.Thedecrc.lSCSOE

cLrectivencssofα-dl-trams-allcthrinpowdersn()t

extending overayc.1rareSCCmCd to7)cvery

liulc.Almosts:lmeresultsarc.llso recognized

inthepolarographicanalyses.Itisconsi(lcrcd

from therc占ultsmcntì,ned al,ovqth･lt α-(ll-

trans-allcthrinpowderlVillscrvcas.ast.ln(hrd

suhstancc forcvこIluation of cffcctil･enCSS OE

pyrcthrintypecompoundpow(!crs.

shldieson Chemi calCollStjtutiolland InsecticidalActivity.VIl.syJlthesesof

),2-1)iphenylcyclopropalleandI,21Bis-(p-chlorophenyl)-cyclopropane･M'lSLlyuki

ll̂ ホl̂ 11̂ andTstltOmuSuz.I;Kl(TakciLaboratory,InstituteforChelllI'calResearch,Kyoto

University)1ミeccivedApril30,■1951BotyzL-Kagahu19･76･1951(withEnglishr聖 m679)

'131 化学構造 と殺虫力に関す る研究. 第7報0 I,2-diphenylcyclopropane及び

II,2-bi島-(L,-chlorophenyl)-cyclopropane の合成井 沢凹昌之,鈴木 劫 (京都大学 イヒ草

1,2-dipienylcyclopropane 軌 こは cis及び transの雨型が考へられるが,両者

を別々に合成する串が不可能なの<規何異性関係の不明な 1,2ldiphenylcyclopropane

及び 1,2-his-(i,-chlorophellyl)-cyclopropane を夫々一種規宛合成したOそしてこ

の轟射可異性の関係については対極子能率から推定する串とLた｡

津守-17称は さきにLTS6甜 )･に於て 1,1-diphcnyl-

ぐyelopro1,.1nC とその誘導体数柾の令成方法について

班-JlLたが.(liphcnyleyclopropanc祝の分成と投出

効･JJの研兜には 1,1-dil'hcnylcyclopropa｡堀 のみせ

は不充分であるか ら木'mでは 1,2-diphcnylcycl(--

propane現の介成池について比べる.

1,2-diphcnylcyclopropalicは既に Lcspieau等 空)

によって一応合成されてお,), 叉その P,〆一柁塩試

斑換休である 1,2･bis-(♪-ehlorophenyl)-eycloprO-

panc については班に Lauger等3)によって分成さ

叫た上その泣出効力が試験されたが,その紺 はこのも

のはオオクT7バェ (CalLiP/LolaVOlJL.;Eoyl'a)に対 して

*涼邦人f;そ化学研究所兼摂発光講釈会 (昭和27年 6月

7n)にて発衣 -
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は効力はないがコイガ (Ti''eolabiselLieZZa)の三Y･4 蝕

HHlrUJ'除に);i越 した効力を和する叫がGT;されているO.然

し化合物日代の合成方法並びに敵t:!1.等の物故化･_til･的比

矧 こついて 羊̀全 く記載がないoTn-もこの 1,2-his-(L･-

chlorophenyl)-?,clopropanc ●はその付捌 勿111の

1,21diphenylcyelopropanc と兆に夫 々 Cis型,

i,LZnS型が考へられる貨であるがこの瓜についても何

ら言及 していない｡その為何れの型が殺山-))を-1け る

のか判然 としない.従って著者等はこれ等の化合物を

合成 した上その cis型, Ll･anS型の裁何E!.牡につい

て別ちかにL-Afにその殺虫効-J)を試験する叫に依って

ILaugcr等つ'によって77;された化学構造と設山効力に

潤 する仮説を印検討する叫 とした｡

以上のH的の為には cL'S 型,ira,7S 型化合物を幾


